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地目 6,830円Q&A 地目、土地の規制・権利等に関する法律と実務

【好評書籍のご案内】

Q&A
地目、土地の規制・権利等
に関する法律と実務
宅地・農地・山林・道路等、登記、土地基本法、
区域地域

地目変更、地目に関する登記等の手続・土地の規制・権利の制限等に
ついて様々な事案を想定した430問で実務の要点を網羅！

司法書士・土地家屋調査士 末光祐一 著
2023年11月刊 A5判 620頁 定価7,590円（本体6,900円）➡特価6,830円（税込）

日本土地家屋調査士会連合会会長推薦
日本司法書士会連合会会長推薦

様々な地目に関連する法律に精通している著者が、法令、通達、文献等を根拠に解説。

Ｑ：建物の敷地から公道に至るまでの私的な通路部分の地
目は、どのように定めるべきか。

Ｑ：農地（田、畑）は、どのような状態になったときに、
宅地に変更されたと判断されるか。

Ｑ：墓地の所有者の死亡による所有権移転の登記は、どの
ような登記原因となるのか。

Ｑ：農地（田又は畑）を農地以外の地目に変更する登記申
請は、農地転用許可書などの農地法所定の要件の具備
を明らかにする書面の提供がなければ、却下されるか。

Ｑ：農地を全面コンクリートで覆った土地は、農作物の栽
培のためであっても、もはや、農地ではないのか。

Ｑ：農地を時効取得したとき、農地法３条１項の許可を受
けなければ、その所有権は移転しないのか。

第１編　地目と登記
　第１章　地　目
　第２章　地目に関する登記等の手続

第２編　土地と法令上の規制等
　第１章　土地に関する基本的な法令
　第２章　土地の規制に関する諸法令

第３編　土地と権利の制限等
　第１章　土地と権利
　第２章　地目と課税

【収録内容】
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　令和５年12月2日（土）と３日（日）の２日間に
わたり、大阪土地家屋調査士会館４階会議室で令和
５年度新会員研修会が開催されました。
　１日目、笹本信仁業務研修部理事の司会のもと、
21名の新会員が受講しました。新型コロナウイル
スが５類になったとはいえ、最近ではまた感染者が
増えつつある中での集合研修となりました。

　第１日目は、河﨑尊業務研修部長が開会の辞、研
修の趣旨を述べられた後、中林邦友会長の講話へと
続きました。中林会長は、研
修は受ける権利があるとい
う視点で受講していただき
たいとお話しされていまし
た。続いて、藤野充業務研修
部副部長と中山武彦同理事
が「土地家屋調査士の業務に
ついて～大阪における調査・
測量～」と題した講義をされ、業務経験のない新会
員の方でも分かるような講義をされていました。
　お昼休憩後、和田淸人業務研修部副部長は「不動
産登記規則第93条調査報告書について」と題した
講義を行われ、調査報告書は業務に直結する重要な
書類であると受講者に伝えておられ、受講者は熱心
に聴かれていました。

　私は１日目に社会事業部
理事として「社会事業部の
役割」と題として、広報活
動についての講義を行いま
した。
　講義内容としては、まず
社会事業部は大きく分けて、
公共事業と広報事業の二つ

に分かれている旨、外部広報活動の事例について
は、大阪メトロ地下鉄谷町四丁目駅構内での看板広
告に関する事業に取り組んでいる旨、地域の防災訓
練等に参加して、そのブース内で測量体験やノベル
ティグッズの配布を行っている旨、無料登記相談や
産学交流学術研究委員会で近畿大学や大阪大学で寄
附講座を開催して、土地家屋調査士という資格制度
の周知活動を行っている旨を説明しました。その他
内部広報活動として、会報誌の作成や澪標ネットに
よる情報発信等、会員の日々の業務がより円滑に行
われるような運営について説明しました。
　さらに、昨今の SNSの普及により、SNSを用い
た発信力のある広報活動に取り組んでいることを伝
えました。おおむね実務的な内容の研修が行われる
次第の中で、この社会事業部の役割についての講義
に関しては社会事業部の活動報告を含む側面もあ
り、新会員皆さまの講義に対する表情が些か柔らか

令和５年12月２日・３日令和５年度　新会員研修会

中林 会長

中谷 社会事業部理事
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上田 業務研修部理事 笠原 総務部理事 深井 綱紀委員長 森脇 財務部長

く感じられました。それから公共事業関係について
古屋禎孝社会事業部理事に講師を交替し、地図に関
すること、公共基準点等や地籍整備、基準点管理シ
ステムについてなどを説明していただきました。
　その後、脇本佳昭専務理事から「土地家屋調査士
と倫理について」、中居克彦資料センター運営副委
員長からは「基準点管理システム」と「資料バック
アップシステム」について、澪標ネット運営委員
会・オンライン申請促進委員会の正井利明委員長か
ら「澪標ネットとオンライン申請」と題して講義し
ていただきました。
　１日目の午後６時からは会館からすぐ近くの「プ
リムローズ大阪」で懇親会が開催され、新会員の
方々はもちろん、研修会で講義を行った会員も参加
され、おのおの意見の交換や歓談が行われました。
新会員の方は一人一人自己紹介を行い、土地家屋調
査士となった経緯や近況の報告、さらに、それぞれ
好きな登記申請を答える質問に関しては、登記申請
や業務に対する考え方などを交えて答える方もおら
れ、土地家屋調査士の職能ならではの盛り上がりと
なり、大変有意義な時間を過ごしました。

　２日目は、昨日の懇親会の成果もあり、皆さんが
打ち解けて和やかな雰囲気の中で、河﨑部長の司会

で研修会が始まりました。
　本日最初の講義は、大阪法務局民事行政部不動産
登記部門桐村治輝表示登記専門官から「筆界特定制
度について（表示登記を含む）」と題した講義を行っ
ていただき、受講者が皆真剣なまなざしだったのが
印象的でした。
　お昼休憩をはさみ、午後からは上田大人業務研修
部理事の「不動産表示登記事務取扱基準」は実務に
直接結び付く重要な内容の講義でした。
　その後５分の休憩をはさみ、笠原伸司総務部理事
が「大阪土地家屋調査士会会則について」を、深井
邦仁綱紀委員長が「綱紀事案とならないために」を、
森脇英明財務部長は「会費納入等について」と題し
て講義されました。
　再度の５分休憩をはさみ、大阪土地家屋調査士協
同組合の江川秀樹総務部長が「協同組合について」
を、公益社団法人大阪公共嘱託登記土地家屋調査
士協会の安倍徹夫総務部長が「公嘱協会について」
を、大阪土地家屋調査士政治連盟の松本充司幹事長
が「政治連盟について」を、大阪青年土地家屋調査
士会の杉村光昭副会長が「大阪青年土地家屋調査士
会について」と題して講義が続き、それぞれ各団体
の取り組み等を説明されました。
　最後に松島稔副会長の閉会の辞で今年の新会員研
修会も無事に終了しました。

　これからも新会員研修会の開催が、われわれ土地
家屋調査士の職責である品位の保持や、業務の精
通、誠実さを維持する役割を示していけるように努
めていきたいと考えます。
　研修会を受講された新会員の皆さん、講師として
講義を行われた会員の方々長期間の研修会お疲れさ
までした。

（社会事業部理事・中谷大知）

懇　親　会
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北支部  � ��中川　　諒
　新会員研修会を受講して１番感じたこととして
は、講師である先輩調査士の先生方は話をするのが
うまいなということでした。
　土地家屋調査士業務をするにあたって、必ずしな
ければならない交渉・話し合いという業務。業務の
結果を左右することもあり、重要な業務の一つであ
るため簡単ではありません。
　特に境界確認に係る隣接者はもちろん、官公署へ
の交渉で相手に伝わる話し方は大事であると考えて
おります。自分自身、補助者時代から調査士となっ
た今も、相手に言いたいことが伝わるように話せる
技術の努力をしているつもりです。
　しかし、まだまだ未熟な部分が多く自分では理解
していることが相手には伝わらず、意思の齟齬が生
まれることがありました。その点、本研修会でお話
しいただいた先生方は伝えたいことが、講義が終わ
ると理解できるような話し方をされており、大変勉
強になりました。話し方一つで、良い方向へも悪い方
向へも進むことがあり、それが結果に直結すること
で依頼人からの信頼にもつながると思っております。
　もう一つは、調査士仲間の重要性です。仕事内容
の相談はスキルアップにつながることは理解してお
りましたが、業務での事故防止につながると聞き、
これから研修等に積極的に参加し、相談できる調査
士仲間や先輩を増やしていけたらと思いました。
　今後調査士として仕事ができなくなるその日ま
で、今日の気持ちを忘れず、業務にあたっていきた
いと思います。

堺支部     楠原　伸啓
　新会員研修会を受講して、改めて、土地家屋調査
士としての業務、倫理等、さまざまな意見や見解、
知識を学ぶことができました。
　特に、業務についてのグループディスカッショ
ン、倫理についての講義、澪標ネット等のシステム
に有意義な受講ができ、グループディスカッション
では、おのおの境界に対する考え方、名刺交換等で
の交流、実務での実際にあった問題点等、さまざま
な意見、議論ができる良い機会でありました。
　土地家屋調査士としての倫理では、自分自身で

は、『このケースでは大丈夫なのでは？』と思う事
例も、実際に懲戒等の処分になっていたとか、また、
澪標ネット等のシステムでは、意外に知らない機能
が存在していることを知りました。技術、法律、シ
ステム等の実務を取り巻く環境の変化に対応してい
かなければと思いました。
　研修会に登壇されました役員、講師の方々、新会
員の皆さま、本当にありがとうございました。
 
大阪城支部��� ��中川　敦志 
　このたびは、新会員研修会に参加させていただき
ありがとうございました。私自身、知識と経験が乏
しくまだまだ勉強しなければならない立場として
は、改めて指導していただくことで新たな気づきが
あり、また、再確認することで理解が深くなったと
感じています。実務経験の浅い私としては、１日目
に行われた土地と建物のディスカッションは、多く
の方の意見を聞くことがないので、とても参考にな
り、いい経験になりました。大阪会の中で歴史があ
り、先輩方の努力と苦労によって今の体制が出来上
がったのだと感じました。中でも澪標ネットと基準
点管理システムは、今では円滑に業務を行う上で必
要不可欠なものではないかと思います。
　今後、土地家屋調査士として活動していく中で、
この研修で多くの方と出会いの場であったことは一
人で仕事をしているのではなく、多くの仲間がいる
ということが励みになり、自分にとってモチベーショ
ンを上げることができました。それとともに貴重な
体験であり、新たなスタートが切れたと思います。
講師の先生方、大阪会の役員の方々にはこのよう
な場を設けていただき、ありがとうございました。

北支部��� ��山田　裕太 
　まずはこのたび、新会員研修会の機会を設けてい
ただきましたこと、感謝いたします。
　私は、令和４年度の土地家屋調査士試験に合格し
た新人でありますが、補助者として約５年勤めてお
りました。講師の先生や研修会を受けた他の先生た
ちと交流できたことは良かったです。
　今後も研修会等があった際にはぜひ参加してもっ
と横のつながりを持ちたいと思います。また、今回

新会員研修会 
　　～受講者の感想文～ 
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基本を確認できたことは有意義であり、改めて自覚
し、今後の業務をこなしていこうと思います。
　本当にありがとうございました。 

大阪城支部     伊丹　良平
　このたびはお忙しい中、新会員研修会を実施いた
だき、ありがとうございました。
　２日間の研修で普段何げなく使用していた澪標
ネットや93条調査報告書について詳しく学ぶこと
ができました。また、筆界特定制度については現役
の登記官である桐村様のお話も聞くことができ、と
ても勉強になりました。今後も研修会などにしっか
りと参加し、常に勉強していかなければならないと
改めて感じました。１日目の夜は懇親会があり、同
期となる新会員の方や理事の方と交流できたので、
大変貴重な経験となりました。
　この新会員研修会では業務のことだけではなく、
大阪会の雰囲気や他の先生方の普段の姿を拝見する
ことができたので、貴重な経験ができました。
　改めてありがとうございました。
 
北摂支部    �竹元　　葵 
　研修会で講師を担当してくださった先生方、本当
にありがとうございました。中林会長がご挨拶に立
たれた際、受けさせられているのではなく、受ける
権利があるんだというふうに視点を変えて臨んでほ
しいというようなお言葉があったかと思いますが、
研修会に対してあまり前向きでなかった自分にはず
しっとくるものでした。２日間の講義を通して改め
て確認したことや、新たに知ったこと、諸先輩方の
努力や功績など、勉強になることばかりでした。資
料センターおおさかの運営についてのお話しでは、
この大変便利なシステムが委員の方々による地道な
作業の連続で成り立っていることにとても驚きまし
たし、感謝の気持ちでいっぱいです。
　今後も常に緊張感を持って業務に取り組んでいき
たいと思います。 

堺支部��� ��小林　直樹
　このたびは、私ども新会員の研修会のためにお忙
しい中、２日間にわたり講義をしてくださった先生
方および事務局の皆さま、誠にありがとうございま
した。この研修会を通じて同期登録の皆さま方と交
流ができたこと、また、いろいろと情報交換等がで
き非常にありがたく、楽しく思っております。
　今後、本研修を受講し、学んだことを業務に生か

して、本職として成長していきたいと思いますの
で、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

中央支部��� ��冨島　大河
　このたびは、大阪土地家屋調査士会新会員研修会
を受講させていただき、ありがとうございました。
各セクションで講師の先生方がたくさん準備してく
ださっているのが伝わり、今後大阪会で長く土地家
屋調査士業務を続けていくために不可欠な情報をた
くさんいただくことができたと感じております。
　各講義についてあげるときりがありませんが、特
に初日の「土地家屋調査士の業務について」の講義
で先生方の実際の経験に基づき他の受講生の方々と
意見交換できた時間は、普段はなかなかできない他
の先生方のやり方に触れる貴重な機会となり、とて
も有意義な時間でした。続く「不動産登記規則第
93条調査報告書について」部分では、登記官目線
で調査報告書の内容を考察することができ、普段の
業務に大いに生かせると感じました。その他一つ一
つの講義で学んだことを今後の土地家屋調査士人生
に生かし続けていきたいと思います。
　本当にありがとうございました。

中河内支部��� ��松下　博史
　他士業（司法書士）の業務を世間でいう拡大では
なく、間口を広げる程度を数年前から考えており、
４年前に資格を取得、コロナを経て、今しかないと
５月に入会しました。今までなら他の事務所を紹介
することもなかった相続登記をしない建物滅失登記
とか、贈与のための農地の地目変更とかの依頼があ
り、取引時の滅失登記洩れの建物滅失申し出、取引
後の合筆登記の依頼もありました。その際、調査報
告書作成で四苦八苦しましたので、本新会員研修
の93条調査報告書の講義は再確認の意味で興味深
かったです。
　今後建物表題登記はもちろん、土地の地積更正等
の依頼もあると考えますので、実務経験を積むよう
努めていきます。オンライン申請の受講後、早速利
用登録して電子認証手続きを待つばかりです。
　最後に、研修会のサブ日程の懇親会は、相談相手
になる同期の方複数と親しくなりましたので、先の
不安が少し解消できたようです。  

大阪城支部��� ��大槻　真吾�
　このたびは、新会員研修会を開催いただき、関係
者の皆さま、誠にありがとうございました。
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　私は長年補助者として土地家屋調査士業務を経験
してまいりましたが、本研修会を受講させていただ
き、改めて土地家屋調査士の職務の責任の重さを痛
感し、全ての講義が、不動産の表示に関する登記お
よび土地の筆界を明らかにする業務の専門家として
の必要な要素に直結し、どの講義もとても勉強にな
りました。また、諸先輩の方々や、同期の方々と交
流させていただき、大変有意義な時間で、大阪会に
入会できて本当に良かったと思いました。
　「知ってて当たり前」「やって当たり前」といえる
ように、これからも土地家屋調査士として、初心を
忘れず、知識見識を深めて、土地家屋調査士の皆さ
まと交流させていただき、常に勉強させていただき
ながら、まい進していきたいと存じます。
　今後とも何とぞよろしくお願いいたします。

北支部��� ��嶽ノ　和弘�
　このたびは、新会員研修会という場を設けていた
だきましてありがとうございました。
　私は、過去大阪会に所属しておりましたが、その
後、他会に異動し、このたび大阪会に戻ってまいり
ました。講師を務めていただきました先生方の熱意
ある講義を受けて、初心を思い出すとともに再確認
させていただく場となりました。また、倫理に関す
ることや綱紀について、改めて身を引き締めて今後
の業務に向き合っていきます。
　大阪会の役員の皆さま、お忙しい中、このような
研修会を開催していただき、ありがとうございました。
 
北支部��� ��九後　善德
　私ども、新会員のために研修会を開催していただ
き、ありがとうございました。教科書に記載された
内容だけでなく、講師の先生方が日々の業務で経験
された体験談等も聞くことができ、大変勉強になり
ました。
　私は平成17年に土地家屋調査士試験に合格して
いたため、当時の試験範囲に筆界特定制度が含まれ
ておらず、また、実務でも未経験であったため、大
阪法務局の桐村登記官の講義はとても参考になりま
した。筆界と所有権界の違いや筆界の創設の経緯に
ついての話は土地家屋調査士が絶対に知っておかな
ければならない知識であるため、合格から数年たっ
た私にはとてもよい復習となりました。
　今回の新会員研修・懇親会を通して、講師を務め
られた先生方、多くの同期と知り合えたことが何よ
りの収穫です。この出会いを大切にし、協力し合い

ながら土地家屋調査士業界を盛り上げていければと
思います。

泉州支部��� ��田原　　翔�
　新会員研修を受講して、土地家屋調査士としての
業務、倫理等さまざまな知識を学ぶことができまし
た。最初の中山先生、藤野先生の講義でグループ
ディスカッションがあったので、そこから皆さまと
打ち解けることができたので、名刺交換や境界の査
定についての意見交換等が自然とできてとても有意
義な時間でした。
　土地家屋調査士として登録をしてから業務以外の
相談相手がいなかったので、澪標ネットの扱い方を
教えていただき、とても助かりました。
　また、協同組合、公嘱協会、政治連盟、大阪青年
土地家屋調査士会等、知らないことが多かったた
め、今後は積極的に説明を聞きに行き、参加してい
こうと思いました。
　研修会に登壇されました役員、講師の皆さま、新
会員の皆さま本当にありがとうございました。

堺支部��� ��古林　正義
　このたび、新会員研修会を受講させていただき、
ありがとうございました。本研修で大きく２つのこと
を学び、今後の業務に生かせるべきと捉えました。
　１、「仲間（同期）とのつながり」
　２、本職としての意識（自覚）
　１について、これまで青調会や士業交流会を通
じて関係を構築しておりましたが、同期という枠組
みのつながりを持てることはなく、本研修の最大の
意義がこの同期のつながりを持つことだと感じまし
た。専門職であり、独立開業もできる資格であるが
故に個々で実務経験は大きく異なる同期であるから
こそ裸で付き合えると感じ、そのための顔合わせの
きっかけを与えていただけたことに感謝いたします。
　続いて２ですが、申請人からすると１年目も10
年目も関係なく「資格者」であることを強く再認識
しました。知らないではすまされないことはもちろ
んですが、だからこそ倫理、取扱基準、取扱要領お
よび法改正などを習熟し「資格者」としての責任を
果たさねばならないと感じます。本研修は受ける側
の意識で意味合いが大きく異なると感じますが、今
回本研修を受講したわれわれの意識には大きく本職
としての「意識」（自覚）を再認識できたものと思
います。
　本会研修部はじめ各講師の皆さま、今回は本当に
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お世話になり、ありがとうございました。私自身実
務経験は豊富ではないですが、その分自己研さんと
仲間を作ることでカバーしていき、諸先輩方に恥じ
ることのないような胸を張れる本職になれるようま
い進してまいります。

北支部��� ��裏木　大介
　このたびは、大阪会新会員研修を開催いただき、
ありがとうございました。また、講義いただいた先
生方、関係者の方々にお礼申し上げます。
　講義を通じて、土地家屋調査士の業務を遂行する
に際してまだまだ私は経験、知識共に未熟な部分が
あることを痛感しました。土地家屋調査士の業務を
遂行するには、業務に関する法令および実務に精通
する必要があり、変化する時代に合わせて、柔軟に
物事を捉え、関係者の気持ちも鑑み業務を行う必要
がある一方、場合によっては毅然とした態度で業務
にあたる必要があります。
　そのような際にも、相手方（関係者方々）に説明
するには、業務に関する法令および実務に関する知
識にのみならず、さまざまな経験や自己研さんによ
り、良識ある人として誠実であることが大切であ
り、それが自身の身を守ることにもつながり、土地
家屋調査士の地位向上につながると考えます。その
ためにも、今後ともさまざまな研修やイベントに参
加させていただくことにより、先輩土地家屋調査士
の先生方や同期の土地家屋調査士の先生方、将来的
には後輩土地家屋調査士先生方のご意見を伺える関
係を築きたく、その際にはご指導いただけますよう
お願い申し上げます。
　また、若輩者ではありますが、土地家屋調査士の
一人として、国民生活の安定と向上に資することは
もとより、土地家屋調査士の地位向上に少しでも貢
献したく思います。

中央支部     寺本　謙二郎
　新会員研修会を受講して、土地家屋調査士として
の業務、使命など、さまざまなことを改めて学ぶこ
とができました。また、大阪土地家屋調査士会の役
員の皆さま、各講義を担当してくださった講師の皆
さま、今回この研修を受講した同期会員の皆さまと
も交流を図ることができました。
　私の場合、法務局出身で退職後、司法書士と土地
家屋調査士を相次いで登録させていただいたのです
が、法務局での事務経験だけではわからない場面が
数多くあり、ネットワークの重要性を痛感している

今日この頃です。
　現在、先に登録した司法書士業務の方で多忙に
なってしまっているところがあり、なかなか土地家
屋調査士業務に手が回っていないのが現状なのです
が、法務局で11年間、表示登記専門官として勤務し、
筆界特定事務や地図作成業務、登記情報と地図情報
のマッチング作業など、表示関係の業務に多く従事
させていただいたので、表示登記業務への思い入れ
は強く持っております。とはいえ、測量業務等から
は長く離れてしまっておりますので、研修やその他
会の主催する行事等にできる限り参加し、少しでも
早く勘を取り戻すとともに、より多くの会員の皆さ
まとのネットワークを構築していきたいと考えてお
りますので、よろしくお願いします。
　最後になりましたが、研修会に登壇されました役
員・講師の方々、新会員の皆さま、本当にありがと
うございました。

堺支部     平井　万也
　今回、私たち新会員のために研修の講師をしてい
ただいた方、研修会に関わる全ての方々、ありがと
うございました。また、一緒に研修を受けられた新
会員の皆さん、お疲れさまでした。
　私は兵庫会から大阪会に入会しましたので、10
年以上前に兵庫会で新会員研修を受けていました。
正直、もう一度新会員研修を受けるのは気が進みま
せんでしたが、とても有意義な２日間でした。他の
新会員の方と相談して発表する講義、講師の先生の
経験談や考え方、事務所経営の話などもあり、楽し
く、興味深く受講することができました。また、懇
親会では同じ支部や隣接する支部の役員や新会員の
方々と同じテーブルで、横のつながりを築けるよう
な配慮がされているように思いました。また、役員
の方が進んで名刺交換に来てくださったり、自己紹
介の時間があったり、新会員をできるだけ早く大阪
会に馴染めるようにするための新会員研修会だった
ように感じています。横のつながりを大切にし、使
命・公正・研さんを忘れず、日々の業務に励んでい
きたいと思っています。

北支部     黒岩　康信
　新会員研修会を受講し、土地家屋調査士としての
業務、倫理等、さまざまな意見や見解、知識を学び
同期の土地家屋調査士や研修部員の先輩土地家屋調
査士とも知り合う機会を得て非常に有意義な時間を
過ごすことができました。
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登録番号 支部 会員氏名 登録番号 支部 会員氏名 登録番号 支部 会員氏名

3422 北 中川　　諒 3439 北河内 上田　英之 3447 堺 古林　正義

3424 堺 楠原　伸啓 3440 中央 冨島　大河 3448 北 裏木　大介

3432 大阪城 中川　敦志 3441 中河内 松下　博史 3449 中央 寺本謙二郎

3433 北 山田　裕太 3442 大阪城 大槻　真吾 3450 堺 平井　万也

3434 大阪城 伊丹　良平 3443 北 嶽ノ　和弘 3451 北 黒岩　康信

3435 北摂 竹元　　葵 3445 北 九後　善德 3453 中央 髙橋　拓也

3437 堺 小林　直樹 3446 泉州 田原　　翔 3454 中河内 森本　正樹

令和５年度　大阪会新会員研修会受講者のみなさん
（敬称略）

　ChatGDPをはじめとしたAIの技術革新や各種の
規制緩和でわれわれ土地家屋調査士を含めた士業も
大きな変革の渦に巻き込まれ、今後さらに厳しい状
況に追い込まれるのは必定だと思いますが、研修で
の講師の方々や大阪土地家屋調査士会の取り組みは
研修を通して理解することで、改めて対応していか
なければと再認識させられました。
　来年４月に施行予定の相続登記義務化や空き家問
題などわれわれ土地家屋調査士が隣接士業の弁護
士、司法書士、税理士とタッグを組んで取り組んで
行かなければならない事案が数多く出てくると思い
ますので、今後も知識の研さんと問題解決能力を向
上していこうと考えております。研修会に登壇され
ました役員、講師の方々。そして、同期の土地家屋
調査士の皆さま、本当にありがとうございました。
 今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し
上げます。

中央支部     髙橋　拓也
　本文に先立って、多忙な時間を割いて講義を行っ
ていただいた各講師の方々、および滞りない研修会
の進行をしていただいた大阪土地家屋調査士会の方
々に、この場を借りて厚くお礼申し上げます。
　座学が得意ではない私にとって、研修会の前日か
ら不安な気持ちに包まれていました。ところが当日
になって不安は杞憂に過ぎませんでした。各講師の
講義は、われわれの目線に合わせた懇切丁寧な内容
で、新会員の私でも大変分かりやすく身になる内容
でした。また、同期の方々も気さくで話しやすい方
々ばかりで、普段は他の事務所の方々と接する機会
が少ないだけに、刺激のある貴重な交流の場でもあ
りました。また、講義だけでなく、懇親会の場を設
けて親睦を深める機会を提供していただいた調査士

会の方々にも感謝の念に堪えません。
　ただ、研修に持参した携行品の多くや六法といっ
た参考図書をあまり使用しない講義内容となってお
り、携行品や参考図書を活用した実践的な内容を踏
まえていただければ、さらに充実した受講内容にな
るのではないかと思われました。
　また、講義の資料を可能な限り澪標ネット等の
WEB媒体を使用した事前資料として提供等を行っ
ていただければ、効率良く講義の内容を習得できる
のではとも思われました。
　次年度以降に参加される方々にも、意義ある受講
である研修会であることに間違いありません。今回
の講義内容を十分に理解し、土地家屋調査士業務に
取り組んで行く所存です。

中河内支部     森本　正樹
　２日間にわたって貴重な機会をいただき、ありが
とうございました。特に土日のお忙しい時間を割い
て講師を務めてくださった先生方や、会場設営、懇
親会準備などを務めてくださった皆さま、本当にあ
りがとうございます。
　講師の先生方から頂戴したお話では、具体的な体
験談を交えてお話いただき、とても参考になりまし
た。また、グループ討議や発表を通じて調査士とい
う業務は人によって答えや進め方が異なるというこ
とも感じた一方で、その根底にある守るべき大事な
考え方というものを今回の研修で学ぶことができ、
大変有意義でした。
　私は異業種からこの業界に入り、まだ経験も浅い
のですが、どの講義でも大変丁寧で分かりやすいご
説明をいただき、とても助かりました。今回頂戴し
たお話をしっかりと胸に刻み、今後の業務に生かし
てまいりたいと思います。
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10:00～10:05 ■開会の辞・研修の趣旨
業務研修部長　河﨑　尊

10:05～10:15 ■講話
会長　中林邦友

10:15～12:00 ■土地家屋調査士の業務について
～大阪における調査・測量～
業務研修部副部長　藤野　充

　　　　　　　　　　　　　　同理事　中山武彦
12:00～12:50 昼食
12:50～13:40 ■不動産登記規則第93条

調査報告書について
業務研修部副部長　和田淸人

13:40～13:45 休憩
13:45～14:35 ■社会事業部の役割

社会事業部理事　中谷大知
同理事　古屋禎孝

14:35～14:45 休憩
14:45～15:35 ■土地家屋調査士と倫理について

専務理事　脇本佳昭
15:35～15:40 休憩
15:40～16:30 ■資料センターシステムについて

資料センター運営委員会
委員　中居克彦

16:30～16:35 休憩
16:35～17:25 ■澪標ネットとオンライン申請

について
澪標ネット運営委員会委員　　　　　　　　
オンライン申請促進委員会委員長　正井利明

 10:00～11:45 ■筆界特定制度について
（表示登記を含む）　　

大阪法務局民事行政部不動産登記部門
　　表示登記専門官　桐村治輝様

11:45～12:35 昼食
12:35～13:25 ■�不動産表示登記事務取扱基準

について
業務研修部理事　上田大人

13:25～13:30 休憩
13:30～14:15 ■�大阪土地家屋調査士会会則

について
総務部理事　笠原伸司

14:15～14:20　休憩
14:20～15:05 ■綱紀事案とならないために

綱紀委員会委員長　深井邦仁
15:05～15:25 ■会費納入等について

財務部長　森脇英明
15:25～15:30 休憩
15:30～15:40 ■協同組合について
大阪土地家屋調査士協同組合　総務部長　江川秀樹様
15:40～16:00 ■公嘱協会について
公益社団法人大阪公共嘱託登記土地家屋調査士協会

総務部長　安倍徹夫様
16:00～16:20 ■政治連盟について
大阪土地家屋調査士政治連盟　幹事長　松本充司様

16:20～16:30 ■大阪青年土地家屋調査士会について
大阪青年土地家屋調査士会　副会長　杉村光昭様

16:30～16:35 ■閉会の辞　　　副会長　松島　稔

大阪土地家屋調査士会　令和５年度　新会員研修会　日程表

令和５年12月２日（土）
司会：業務研修部理事

笹部　信仁

第

1 日目

令和５年12月３日（日）
司会：業務研修部長

河﨑　尊

第

2�日目

 https://r.goope.jp/osaka-seibu
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　令和６年２月26日（月）午後１時30分から５時
まで大阪市中央区の「エル・おおさか（大阪府立労
働センター）」のエルシアターで「令和５年度第１
回会員研修会」が開催されました。研修前には小雨
が降っておりましたが、当日は477名の会員が参加
されました。
　定刻となり、業務研修部の和田淸人副部長司会の
もと、松島稔副会長から開会の辞・研修趣旨の説明、
中林邦友会長の挨拶で研修会が開始されました。中
林会長が「不本意ながら」年計報告書の提出につい
てお話され、個人的には大阪会の現状に非常に驚き
ました。
　まず初めに、「表示登記担当者から土地家屋調査
士のみなさんへ」と題して、大阪法務局民事行政

部不動産登記部門表示登記専
門官の松浦茂生様に講演いた
だきました。調査士報告方式
による登記申請を受理された
後、このような内容で困る、
こういった間違いが多い等、
非常に具体的な実務内容をご
紹介いただき、それに対し法
務局としても、どういった対

策をしているか等、マニアックな内容をお話いただ
きました。なお、大阪管内でオンライン申請率は
75～80％ほどになってきているみたいです。数年
前から考えるとかなり上がってきた（私もその一員
ですが）と感じました。
　続いて、境界問題相談センターおおさか推進委員
会の京谷智弘委員長に、「境界問題相談センターに
ついて」紹介いただきました。今年で設立20周年
を迎える相談センターの具体的な業務内容（簡易調
停）を動画にして紹介いただきました。私は相談セ
ンターを利用したことがなかったので、非常に分か
りやすい動画だと感じました。
　休憩をはさみ、「筆界特定登記官による筆界認定
について」と題して、大阪法務局民事行政部不動産
登記部門表示登記専門官の細川倫利様に講演いただ
きました。松浦登記官と同じく、筆界特定が申請さ

れた後、どのような調査を行っているかを非常に具
体的に紹介いただきました。
　基本の調査は、筆界特定だからというものはな
く、日頃の調査士業務と相違ないと説明いただきま
した。
　その中で、特に、筆界の創設理由が何かを考察す
ることを大事にしていると述べられていました。
　最後に「相続登記の義務化について」と題して、
大阪法務局民事行政部不動産登記部門藤原栄作登記
官に講演いただきました。今年の４月に迫った相続
登記の義務化について具体的な内容から、その後に
控える周辺制度の紹介もいただきました。本研修会
は、大阪法務局で実際に実務を担当されている登記
官の経験を紹介いただく内容で、研修というより
は、情報交換（一方通行ですが）のように感じ、非
常に楽しく有意義な研修会であったと感じました。
　最後の最後に、河崎尊業務研修部長の次回研修会
の案内とともに閉会の辞となり、研修会が終了とな
りました。

（社会事業部副部長・玉置直矢）

大阪法務局から３名の方が講師に!!
令和５年度　第１回会員研修会

松浦表示登記専門官 

細川表示登記専門官 藤原登記官
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令和５年度令和５年度  外部講師養成講座外部講師養成講座  コミュニケーション能力スキルアップセミナーコミュニケーション能力スキルアップセミナー

　令和６年１月29日（月）午後５時から大阪土地家
屋調査士会館４階会議室で産学交流学術研究委員会
主催の「令和５年度外部講師養成講座」が開講され
ました。実習を交えた講座であるため、本会のみで
の開催とさせていただきました。会場には他会の先
生７名を含め約30名が出席されました。伊藤友輔委
員の司会のもと、正井利明委員長の開会の挨拶、山
脇優子副会長の挨拶で講義が開始となりました。
　今回の講義は、税理士法人なでしこの税理士笹田
淳先生にコミュニケーション能力スキルアップに関
する講義を実施していただきました。笹田先生は近
畿税理士会研修部に所属されているほか、学校や企
業向けなどでセミナーを実施され、多いときでは年
間100回ほど実施されているとのことです。また、
税法は当然、今回のようなコミュニケーションセミ
ナーやマナー講座など多岐にわたるセミナーを実施
し、ご活躍をされています。前半は「プロのセミナー

手法～デールカーネギーに学
ぶコミュニケーション～」と
題して、主にプレゼンテーショ
ン方法をご講義いただきまし
た。皆さん、研修会や大学等
で発表や講義を行う際、話す
内容（知識）やストーリーの

検討、つまり資料の作成を一生懸命行い、プレゼン
を行う方が多いかと思います。プレゼンの練習はい
かがでしょうか？　人によって回数は異なるとは思
いますが、おそらく資料作成と同時間行う方はいな
いと思います。しかし、伝わる内容は、知識やサー
ビスはもちろんですが、プレゼン力が決め手となり
ます。何故か？　「いくら知識やサービスが良くて
も、プレゼン能力がそれよりも劣っていると、プレ
ゼン能力分しか相手に伝わらない」ということです。
仮に知識が100、プレゼン能力が20であれば、伝わ
る内容は20になる。また、「目は口ほどに物を言う」
というとおり、人は視覚による情報収集能力が約８
割を占めているとのことです。ちなみに耳は約１割
しかありません。ですので、資料を読ませるより見
せる、喋るより見せる！　これが一番印象に残りや
すく、分かりやすいようです。ちなみに左記で記載
しました「知識が100、プレゼン能力が20～」の非

常に分かりにくい説明も、実際は絵でご説明いただ
きました。絵で見ていただくと、もっと簡単に理解で
きたかと思います。
　後半は「プロの聴き方と交渉術～コーチングの手
法を用いた交渉術～」と題して、話の聴き方とコー
チングを中心にご講義いただきました。話し方と聞
き方の両方ができて、コミュニケーション能力は完
成するため、今度は聞き方の話です。「聞く」では
なく「聴く」です。聴くとは、集中して身を入れて
聴く。「聴」は十四の心で耳を傾けると書きます。
つまり、相手に興味・関心を持って話を聴くことが
大切であるとのことです。愛の反対は憎しみではな
く無関心。相手に興味や関心がなければ、話を聴く
ことはできません。また、コーチングとは、こちら
から何かを指導するのではなく、対話によって対象
者に「気づき」を引き出し、自発的な行動を促すコ
ミュニケーションスキルとのこと。つまり、対話す
る相手の話を聴きながら、問題点や関心事などを拡
げ、絞って、掘り下げて、を根気強く繰り返すこと
により、相手の「本音」を引き出し、信頼関係を築
いていくことができるスキルです。
　もっとたくさんの内容を書きたいのですが、全部
書くとページがとんでもなく多くなりますので、具
体的な内容は以上にさせていただきます。講義全体
を通じ、聞いている側に適度な緊張感を与えつつも、
和やかな雰囲気で講義を実施していただきまして、
大変有意義な講座だったと感じております。笹田先
生、長時間本当にありがとうございました。ちなみ
に、聴講の学習効果は５％、体験学習は75％との研
究成果もあるみたいです。実践あるのみですね。

（産学交流学術研究委員・玉置直矢）

～プレゼンテーションが上達し、本業にも役に立つ～
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　令和６年１月18日（木）に大阪市中央区の大阪
工業大学工学部都市デザイン工学科で毎年、通常講
義の１コマ内の90分間をお借りして土地家屋調査
士業務などを講義しております。将来、受講生が数
ある仕事先を選択する中で土地家屋調査士という資
格を考えていただければこんなにうれしいことはあ
りません。
　さて、今年の寄附講座の講師は３年連続で大阪城
支部の仲田隆司（なかたたかし）先生にお引き受け
いただきました。当日は冷たい小雨の中、仲田先生
は傘もささずに講義に使用する機材を抱え持って午
前９時に集合し、大学関係者の方々と共に教室へ向
かい、９時20分から講義をスタートしました。内
容は「土地家屋調査士が行う先端技術を利用した三
次元測量」ということで、まずは自己紹介され、ご
自身も卒業生であること、サラリーマン時代は夜中
の２時３時まで仕事をされた経験（24時間戦えま
すか？ビジネスまーん！ビジネスまーん！ジャパニー
ズ・ビジネスマーン♪の時代ですねぇ～）、そして土
地家屋調査士となることを決意されたことを語られ
て、その後、土地家屋調査士とはどのような資格
であるか説明されて、いよいよ本題に入ります。
　まず、三次元測量は土地家屋調査士にとって必要
なのでしょうか？ということで、不動産登記規則で
は地積および床面積は平方メートルを単位として定
められている。つまり、二次元の規定しかなく、ど
こにも三次元のルールは書いていない！　要求され
ていないのに余計な手間を費やしても報酬金額は変
わらない。ひと昔前、登記申請書は和文タイプライ
ター、図面は丸ペン（墨）を使って手書きでした。
　しかし、現在、文章はWORDなどのソフトを使い、
図面は CADソフトで作図するのが当たり前になっ
ている。三次元測量も同様に近い将来きっと土地家
屋調査士業務で当たり前の時代がやって来ることを

熱く語られました。
　次に実際の測量から現
況平面図作成までの過程
を説明され、日常業務の
測量は２人一組でトータ
ルステイションを使って
するのが一般的であるが、
現況測量に限って言えば
３Dレーザースキャナーを使えば１人で短時間でで
きることを作業ごとに説明されました。現場で取得
した点群データを合成→不要なデータのノイズ除去
→必要な SIMAデータをエクスポート→ SIMAデー
タを CADソフトに取り込み現況平面図作成（点群
とは、三次元座標を持った点の集合体で画像データ
から得た色の情報も持っています）。注意点として、
あらゆる物体がデータ（座標値）として取得できる
がそのまま境界点等に利用してはいけないことを強
調されました。また、従来法と３Dレーザースキャ
ナー測量の人工の比較をリストにまとめられ、業務
の効率化と生産性の向上まで語られました。
　続いて、ドローン測量についても作業ごとに説明
されました。ドローンで撮影した複数の連続写真か
ら点群を生成→点群からオルソ画像を作成→オルソ
画像をCADの背面レイヤに貼り付け現況平面図をト
レース。こちらも注意点として2022年12月から免許
制度ができたことを説明され、従来法とドローン測
量の人工の比較をリストにまとめられ、格段に業務
効率が図れることを実感できたことを語られました。
　最後に持参していただいた３Dレーザースキャ
ナーを使用して教室内の壁に２カ所の的を設置して
の２点間距離を実測しました。スキャナー解析中に
受講生が手持ちのレーザー距離計測器で計測（１回
目8.201ｍ、２回目8.214ｍ）でした。果たして３D
レーザースキャナー（定価１千万円です！）の数値は？
　　「8.201ｍでした！」
　受講生は、数えるのを忘れておりましたが100名
は上回っておりました。
　最後になりましたが、仲田先生お疲れさまでし
た。そして、ありがとうございます。来年もよろし
くお願いいたします。

（産学交流学術研究委員　羽倉昌治）

仲田 講師

令和５年度 大阪工業大学寄附講座  開講！
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「地籍調査～事業概要、作業規程・準則～」「地籍調査～事業概要、作業規程・準則～」
地籍調査業務を初歩から学び、地籍調査事業を担う土地家屋調査士地籍調査業務を初歩から学び、地籍調査事業を担う土地家屋調査士

地籍整備促進委員会

　令和５年12月19日（火）午後５時から大阪土地家
屋調査士会館４階会議室で地籍整備促進委員会の主
催する地籍調査の研修に参加させていただきました。
　人口密集地区における地籍調査が行われるように
なり、より一層筆界に関する専門知識が求められる
とき、地籍調査業務が行うことができる土地家屋調
査士となれるようにと開催された研修で、公益社団
法人大阪公共嘱託登記土地家屋調査士協会との共同
開催された事業であります。

　研修会は全５回あ
りますが、今年度は
第１回目の講座にな
ります。この研修で
は、地籍調査の全て
の工程と調査士とし
ての関わりなど、多
岐にわたるもので私
自身、全く無知であ
りましたので、今後

期待される大阪府における地籍調査に役立てるもの
と思い申込みさせていただきました。
　第１回目の講師は、地籍整備促進委員会の森光広
会員と株式会社松本コンサルタントの地籍アドバイ
ザーでもある猪木幹雄氏のお二人です。現在におけ

る状況、今後予想さ
れる地籍調査の状況
などをご説明いただ
いた後に、地籍調査
における、事業概要・
作業規則・準則の研
修に入っていきまし
た。国土調査法に基
づく地籍調査、事業
計画、工程管理、一
筆地調査工程の概要、地籍測量工程の概要、地籍測量
図作成と地籍測定の概要、工程管理と検査の概要と全
ての工程について細かく講義していただきました。
　普段の業務は小規模の調査測量であるため、広範
囲の地籍調査となると大変な作業工程や作業管理に
なり、専門用語も多く、慣れるのに大変そうな印象
です。この研修全てを受講することにより、地籍調
査に関われるような人材になれるように励んでまい
りたいと考えております。
　今回の講義は、会場で17名、ZOOMで110名の
会員が受講されたみたいです。
　また、受講を考えられておられる会員の方は、第
２回目からでも受講されてみてはと思います。

（社会事業部理事・酒井　健）

舩原 理事長

松島 副会長

猪木　幹雄 講師 森　光広 講師
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　令和６年１月24日（水）から26日（金）に大阪
法務局の職員が受講する表示登記の研修を業務研修
部と社会事業部でサポートしました。
　これは、大阪法務局の職員の表示登記の研修の一
コマで、研修受講の職員が24日から26日の３日間
に分かれて研修を行いました。
　業務研修部と社会事業部は、測量の原理（座学）
と現場で光波測量（TS）のサポートを行いました。
なお、現場の方では同時進行で、表示係の法務局職
員が筆界の調査の仕方や衛星測量（GNSS）も教え
ていました。

　法務局の研修生は、法務局に入局して２、３年目
くらいの方が多く男女若さが感じられました。ま
た、大阪法務局内の各支局・出張所から研修に来ら
れており、権利部門の担当や人権擁護部や供託課等
で、表示係の方は２割程度で、その表示係の中でも
ほとんどの方が建物担当でした。そのような状況で
も、未来の法務局を背負う意気込みから、いつ表示
係に配属されてもいいように熱心に職員の方は受講
されていました。
　では、私が参加した25日を振り返ってみます。
朝９時30分ごろに大阪法務局に行き、脇本専務理
事とともに５階の部屋に入り、その後30分くらい
業務研修部が面白おかしく測量の原理を講義しまし
た（だいぶん、すべってましたが）。
　そして、ようやく私ども社会事業部の出番で、大

阪法務局から旧大阪
法務局にトランシッ
ト等を運び、お昼を
挟み４時まで３班に
分かれて、光波測量
のサポートをしまし
た。当日はものすご
く寒く、測量の厳し
さを教えるためで
しょうか、午後には
初雪が降りました。
　光波測量の中で
も、実地調査で必要
な対辺観測をサポートし、器械の使い方やピントの
合せ方などを説明させていただきました。
　その後、法務局に戻り、５時まで座談会を行い、
一日を終えました。
　測量器械に触れたことのない若い職員が、真剣に
かつ難しそうに器械を触ってたのが、印象に残りま
した。最後の座談会では、表示係をしてみたいと、
言ってくれた職員さんもいて、この研修にサポート
させていただいたかいがあったなぁと、心から思い
ました。
　あと一番重要なことですが、本日お会いできた将
来の法務局を背負う職員さん、私の登記申請にはど
うか、お手柔らかにお願いします（笑）。

（社会事業部理事・古屋禎孝）

大阪法務局職員表示登記実務研修のサポート
令和５年度
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愛知県公共嘱託登記土地家屋調査士協会と
意見交換会を開催

　令和５年11月10日（金）から11日（土）にかけて、
愛知県公共嘱託登記土地家屋調査士協会（以下「愛
知協会」）との意見交換会を開催いたしました。
　令和４年秋に大阪土地家屋調査士会地籍整備促進
委員会と当協会合同で行われた愛知協会と岐阜県公
共嘱託登記土地家屋調査士協会への情報交換を目的
とした訪問に続く２回目の情報交換会として、今回
は当協会の地籍調査および登記所備付地図作成業務
の視察を目的として愛知協会水野理事長をはじめ総
勢９名の訪問を受けました。
　１日目は現地視察として、茨木市で大都市型登記
所備付地図作成地区の見学と現在行われている地籍
調査業務の官民立会に参加していただき、大阪の地
図整備業務の実態に触れていただきました。
　その後、茨木市役所で建設管理課地籍調査係と大
阪法務局地図作成現地事務所の訪問、茨木市建設部
長との面会が行われました。当日はあいにく雨でし
たが、愛知協会の方々は積極的に質問をしていただ
き、熱心に情報収集を行っていたことが印象的でし
た。夕方からは大阪市内に場所を移し、当協会常任
理事を交えて懇親会が開催され、公私ともに懇親を
深めることができました。

公益社団法人大阪公共嘱託登記土地家屋調査士協会だより

One For All,All For One（一人はみんなのために　みんなは一人のために） 

　２日目はマイドーム大阪で意見交換会を行いまし
た。大阪と愛知における地図整備の実態について活
発な意見交換が行われました。大阪と愛知では地区
選定、規模、作業人数についてかなり違いがあり、
お互いの状況に合わせた地図作成業務を模索するこ
とが必要であることを認識した上で、より効率的な
地図作成作業方法を検討しました。その後、当協会
から愛知協会の運営方法をお聞きし、各部の分掌や
活動、新規事業開発など積極的に運営している愛知
協会の活動をじかに触れることができました。最後
に定期的に情報交換を行い、両協会の発展に協力す
ることを決めて散会となりました。
　全国の公嘱協会の中で年間売上連続１位を獲得し
ている愛知協会の熱い思いに触れることができ、当
協会も将来の発展に向けて気持ちを新たにすること
ができました。



18 第353号令和６年４月

新年互礼会を開催

　令和６年１月12日（金）午後６時から大阪キャッ
スルホテル「錦城閣」で新年互礼会を開催いたしま
した。
　来賓として大阪土地家屋調査士会会長　中林邦友
様、大阪土地家屋調査士政治連盟副会長　玉置広和
様、大阪土地家屋調査士協同組合理事長　辰巳好数
様、顧問弁護士　板野充倫様、公認会計士　勝山武
彦様にご臨席を賜り、新年のご挨拶をいただきまし
た。年明けから能登半島地震等不幸な出来事が続い
ていたため、当然ながら例年のような祝賀ムードで
の開催ではありませんでしたが、社員各自が協会や
土地家屋調査士として国民、地域社会へ貢献すべき
責任を互いに確認する場となりました。

　公益社団法人大阪公共嘱託登記土地家屋調査
士協会では随時社員を募集しています。
　官公署などからの委託に土地家屋調査士のス
キルを発揮して取り組むやりがいのある業務で
すので、ぜひ入会をお待ちしています。
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大阪土地家屋調査士協同組合だより

調査・測量報告書クリアーファイル
（レターパック用）

２月１日～販売開始致しました。

［新・成果ファイル］の特徴：
◎レターパックにピッタリ収まる。
◎登記済証を入れても、はみ出さない。
◎クリアーポケット20枚

寸法：
ファイル：縦317ｍｍ、横235ｍｍ、厚み16ｍｍ
クリアーポケット：縦310ｍｍ、横228ｍｍ
背表紙ポケット：縦100ｍｍ、横130ｍｍ（開いた状態）

価格：１冊 900円（税別）

ふせん（住所・割印）セット

　こんなのがあったらいいな～の声を基に作ってみ
ました。捺印書類に手書きすると地味に大変ですよ
ね。そのようなときにぜひこのふせんセットを使っ
てみてください！

[住所・氏名]・[割印] 各50枚入り
サイズ： 25ｍｍ×75ｍｍ

価格：１セット400円（税別）

オリジナル手ぬぐい

　手を拭く、食器を拭くといった基本的な使い道か
ら、いろいろなモノを包んだり、インテリアやファッ
ションアイテムとしてのおしゃれな使い方まで、手
ぬぐいをさまざまな用途でぜひご活用ください。

サイズ：約350ｍｍ×900ｍｍ
生地　：綿

価格：１枚600円（税別）
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協同組合が取り扱っている人気商品を
ご紹介いたします。

◆成果ファイル　大・中・小（名入れ可）
◆調査・測量報告書（大）用ビニール袋
◆調査・測量報告書仕切りガイド４穴

◆ 登記完了証表紙（白、カラー、茶色、
　文字あり、文字なし）
◆識別情報封筒（青、緑）
◆識別情報シール（1シート、10枚）
◆請求書・領収書（内税、外税）

◆当組合の売れ筋１位商品
　コード番号66番：登記完了証用紙
　（コピーすると『複写』の文字が浮き出ます。）

　　 総　務　部  からのお知らせ

　令和５年８月５日から令和６年１月31日まで、組合
に新規加入が承認されたのは以下の方です。

（敬称略）

地　　域 氏　　名 事務所電話番号
北 黒岩　康信 06-6747-9375

中河内 森本　正樹 072-392-4319
堺 平井　万也 072-223-9521

泉　州 田原　　翔 080-4230-4947
中　央 寺本謙二郎 06-6761-3082

　　令和６年１月31日現在
　　　　　　　組合員総数　　　 750名
　　　　　　　本会会員数　　　 929名

※ 協同組合のホームページ／X（旧Twitter）
から詳細をご確認いただけます。

　ぜひご利用ください‼
URL：chosashi-coop.net�
X（旧Twitter）公式：

大阪土地家屋調査士協同組合
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　本年、元日に発生しました能登半島地震により被
災された皆さまに心からお見舞い申し上げます。
　平素より当連盟の活動にご支持ご協力いただき、
心よりお礼申し上げます。
　来る３月７日に大阪土地家屋調査士政治連盟の第
25回定時総会が予定されておりますので、会員の
皆さま方におかれては､ ご出席のほどよろしくお願
いします。定時大会については次号で報告させてい
ただきますが、令和５年度の報告事項および令和６
年度の活動の指針を次のとおり記載させていただき
ます。

－令和５年度の報告事項－

１、令和５年度政治連盟加入者の内訳
　　　会　員　数　　　　　　934名
　　　政治連盟加入者数　　　405名

（令和６年１月１日付)
２、会議開催回数
　　　入会面談　　　　　　　 ９回
　　　役員会議　　　　　　　15回
　　　政策要望関係会議・講演会出席他　　42回
３、 調査士会・公嘱協会・政治連盟の三者の意見交

換会を複数回開催した。

－令和６年度活動の指針－

　政治連盟は土地家屋調査士の制度充実と発展およ
び社会的地位向上を図るための政治活動を行うのが
目的であるため、以下記載のとおりの活動を行いま
す。

１．土地家屋調査士制度の充実と発展を図る。
　⑴ 　全調政連と連携を図り、国、地方議員に土地

家屋調査士制度の重要性をアピールし、より一
層の法整備に向けての政治活動を行う。

　⑵ 　各政党および、議員各位との政策懇談会と勉
強会等を開催し、制度発展と業務の拡充を図る
ための政治活動を行う。

大阪土地家屋調査士政治連盟だより

２．土地家屋調査士業務の拡充と推進を図る。
　⑴�　大阪府下の地籍調査と地図整備の促進に積極

的な参加を図る活動
　⑵ 　大阪府下の狭あい道路の整備・促進に向けた

活動を行う。
　⑶　空き家解消対策への参画を図る活動を行う。
　⑷　所有者不明土地解決への活動を行う。

３．土地家屋調査士の地位向上を図る。
　⑴ 　土地家屋調査士が安定的な事務所経営を行え

るよう本会と協力して低廉なる報酬の改善に向
けての活動を行う。

　⑵ 　地方自治体発注の調査士業務における品確法
に基づく最低価格設定についての活動を行う。

４．組織強化を行い、制度発展につなげる。
　⑴�　政連会員への種々の情報提供を行い入会率向

上につなげ組織強化を行う。
　⑵�　未加入会員に制度充実と発展に必要なる政治

活動の重要性を訴え加入率向上に向け活動す
る。

　⑶�　賛助会員制度の充実を行い、組織の強化を図
る。

　本年度も以上の方針の下で活動を行いますので、
ご協力いただきますようよろしくお願いします。

（広報担当副会長・井之上　貢）
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大阪青年土地家屋調査士会だより

　26歳の時に土地家屋調査士に合格し、実務未経
験の状態で独立し大阪青年土地家屋調査士会に参加
させていただいております。気が付けば32歳になっ
ており、７年目を迎えました。
　開業当初は実務未経験のため、筆界確認書を見た
ことも聞いたこともない状況でした。そのような私
に大阪青年土地家屋調査士会の先輩たちは嫌な顔を
せず、いろいろと教えていただき、中には事務所に
お伺いして机に資料を広げ資料の読み方を教えてい
ただいた先輩もいます。なぜここまで助けてくれる
のか、ちょっと不安になるくらいいろいろな方に助
けていただきました。一度「なぜここまで助けてく
れるのか」と先輩に聞いたときに、「自分たちも先輩
たちにしてもらったことだから湖崎君は何も気にし
なくていい。後輩ができたときにまた助けてあげて
ほしい」といっていただいたことを今でも覚えてお
ります。
　最近になってようやく後輩と呼べる若手が参加し
てくれるようになり、自分がしてもらったことを今
度は後輩たちに教えていきたいと思っています。こ
の業界的に年齢層が高く、新人といわれる人でも私

より年齢が上の方が多いです。そのような方でも先
輩たちは10年20年やっている方もおり、困ったこ
とがあれば助けてくれる方ばかりです。
　時には飲み会で親睦を深めたり、真面目に勉強会
をしたり、プライベートで遊びに行ったりと大阪青
年土地家屋調査士会との関わり方はさまざまだと思
います。
　また、他支部の方と交流したり意見交換したりで
きる少ない機会だと思っています。
　今更参加しにくいなと思う経験豊富な方でも、ぜ
ひ一度顔を出してみてほしいなと思います。

（北摂支部・湖㟢　勇次）

≪大阪青年土地家屋調査士会活動報告≫

われわれは新入会員を随時募集しております。
入会金・年会費は無料、誰でもOK

入会ご希望の方は、澪標ネットの澪内メールで、
大阪青年土地家屋調査士会の京谷智弘まで、
入会希望の旨のメッセージを送ってください。 

新入会員募集

令和６年度　第86回定時総会のお知らせ
　　　日　　時：令和６年５月24日（金）午後１時開催予定

　　　場　　所：ホテル日航大阪
　　　　　　　　　　大阪市中央区西心斎橋１―３―３
　　　　　　　　　　電　話： 06―6244―1111
　　　アクセス：大阪メトロ御堂筋線・長堀鶴見緑地線「心斎橋」駅８号出口直結
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会　員　異　動　（R６・３・１ 現在）

入　会　者（ １ 名）

氏　　名 登録番号 支　部 入　　　会
年　月　日 事務所所在地・電話・FAX 番号

杉　原　　　聡 ３４５５ 泉州 6.3.1
〒596-0102　岸和田市山直中町966番地の3
　　　☎072－457－9136　 072－457－9136

事　務　所　変　更（ ８名）

氏　　名 登録番号 旧支部 新支部 届　　　出
年　月　日 新事務所所在地・電話・FAX 番号

矢　野　貴　弘 ２７９９ 北 北摂 5.12.15
〒560-0032　豊中市蛍池東町四丁目3番15-702号
　　　☎06－6857－3701　 06－6857－3711

大　野　いくみ ３0２３ 大阪城 北河内 5.12.18
〒570-0015　守口市梶町一丁目14番1号
　　　　　　　　梶町合同登記測量事務所
　　　☎06－6900－1470　 06－6905－5652

林　　　貞　夫 １８８１ 北摂 北摂 6.1.4
〒569-0825　高槻市栄町一丁目24番7号
　　　☎072－695－8849　 072－695－0889

久　保　尚　之 ３２0８ 大阪城 大阪城 6.1.19
〒541-0046　大阪市中央区平野町四丁目7番8号
　　　　　　　　アベニュー淀屋橋705
　　　☎06－6222－8222　 06－6222－8233

羽　倉　昌　治 ２７６７ 堺 堺 6.1.29
〒580-0044　松原市田井城一丁目5番18号
　　　　　　　　芝田ビル1階
　　　☎072－360－4408　 072－360－4428

荻　野　　　薫 ３３４２ 堺 北 6.1.31
〒550-0003　大阪市西区京町堀1丁目4番9号
　　　☎06－6940－6958　 06－6940－6959

森　知　哲　也 ３３６１ 中央 北 6.1.31
〒554-0002　大阪市此花区伝法5丁目5番31号
　　　☎06－6690－8782　 06－6690－8783

冨　島　大　河 ３４４0 中央 中河内 6.2.1
〒577-0052　東大阪市新喜多1丁目6番47-202号
　　　☎070－1306－5244
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退　会　者など（資格取消・喪失者を含む）　　（ 17 名）

氏　　名 登録番号 支　部 届　　　出
年　月　日 退　会　理　由

森　川　一　之 １５５１ 中河内 5.12.13 業　務　廃　止

和　田　浩　文 ３１７４ 泉州 5.12.18 業　務　廃　止

道　林　　　猛 １９４６ 中央 5.12.19 業　務　廃　止

上　田　利　之 ２0３２ 北摂 5.12.25 業　務　廃　止

坂　上　暢　子 ２５１５ 北河内 5.12.28 業　務　廃　止

角　谷　　　諭 ２７７７ 北 6.1.18 業　務　廃　止

上　田　寛　之 ３２４３ 中央 6.1.21 東　京　会　へ

佐　菅　　　遼 ３４１７ 北 6.1.21 福　岡　会　へ

宮　田　嘉　文 ２0５７ 北摂 6.1.22 業　務　廃　止

河　本　善　門 １２４９ 北 6.1.29 業　務　廃　止

松　内　正　樹 ３１４５ 中央 6.2.9 業　務　廃　止

濵　本　眞　人 ２６４１ 北 6.2.9 死　　　　　亡

林　育　一　郎 ２７２６ 北 6.2.15 長　期　休　業

鶴　谷　清　明 ２６１７ 堺 6.2.29 業　務　廃　止

大　野　準　一 ２４４６ 堺 6.2.29 会則第87条による退会

橋　本　佳　行 ３４２８ 北 6.2.29 長　期　休　業

西　川　文　明 ３４３0 北 6.2.29 会則第87条による退会
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法 人 の 退 会　　（２法人）

名　　　称 支　　　部

土地家屋調査士法人　サンファースト 北

PGM土地家屋調査士法人 北

改　法　人　名　（ １ 法人）

新　法　人　名 旧　法　人　名 支　部

土地家屋調査士法人　中央ライズアクロス 土地家屋調査士法人　共生ライズアクロス 北

法　人　事　務　所　会　員　関　係

新　規　登　録　事　務　所　（ ３ 法人）

名　　　称 支　部 社員・会員登録番号
事　務　所　所　在　地

主主たる事務所　従従たる事務所
（電話番号・ＦＡＸ番号）

土地家屋調査士法人
ワイズ登記・測量事務所

中央 岡田　浩紀　３0５５

主　〒542-0061
大阪市中央区安堂寺町二丁目4番15号
　スギコビル3階
☎ 06－6764－1919　 06－6764－5775

土地家屋調査士法人
エール

大阪城 井上　朝雄　２８７７

主　〒540-0037
大阪市中央区内平野町二丁目4番5号
　内平野中央ビル5階
☎ 06－6941－6502　 06－6943－5544

土地家屋調査士法人
リーガルクリニック

中河内 小西　修平　３３８２
主　〒577-0056
東大阪市長堂一丁目5番6号
☎ 06－6782－5730　 06－6618－9388
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第11回常任理事会

　令和５年12月14日（木）午後４時から本会３階役
員室で第11回常任理事会が開催され、各部などか
らの報告事項に続き、会費減免規程の改正について
など次の各事項が審議・協議された。
＜出席者・敬称略＞中林・松島・山脇・加藤（充）・
井上・吉田（代理）・河﨑・田中（秀）

①会費減免規程の改正について
②第７回理事会について

①会としてのマスコミ対応について
②常任理事会における議事録作成について
③関係団体等への新年挨拶について

第12回常任理事会

　令和６年１月5日（金）午後３時30分から本会３階
役員室で第12回常任理事会が開催され、各部など
からの報告事項に続き、第７回理事会についてなど
次の各事項が審議・協議された。
＜出席者・敬称略＞中林・松島・山脇・加藤（充）・
井上（朝）・河﨑・田中（秀）

①第７回理事会について

① 全国統一情報共有・会員管理システム構築におけ
る予算について

②  谷町四丁目駅看板広告、デザインの方向性につい
て

③会務での交通費の支給および規則について
④ノベルティグッズ発注の予算執行について

第13回常任理事会

　令和６年１月23日（火）午後３時から本会３階役
員室で第13回常任理事会が開催され、各部などか
らの報告事項に続き、サイボウズOfficeライセンス
更新についてなど次の各事項が審議・協議された。
＜出席者・敬称略＞中林・松島・山脇・加藤（充）・
井上（朝）・森脇・河﨑・田中（秀）

①サイボウズOfficeライセンス更新について
②専務理事の兼職について
③第７回理事会について

①会務での交通費の支給および規則について
②会員名簿の作成継続について
③ 支部総会における電磁的方法による開催の可否に

ついて

第14回常任理事会

　令和６年２月20日(火)午後４時から本会３階役
員室で第14回常任理事会が開催され、各部などか
らの報告事項に続き、本会会館の耐震診断について
など次の各事項が審議・協議された。
＜出席者・敬称略＞中林・松島・山脇・加藤（充）・
井上（朝）・森脇・河﨑・田中（秀）

①イントラネット検討委員会規則改正について
②本会会館の耐震診断について
③ 松原市空き家の流通促進に関する連携協定への調

印について
④第８回理事会について

①令和６年度事業計画（案）について
②令和６年度予算（案）について
③令和６年度各種表彰の推薦について
④会務での交通費の支給および規則について
⑤年次制研修欠席者への対応について
⑥年計報告書未提出者に対する罰則規定について
⑦本会会館エントランスのセキュリティについて
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第１回理事会

　令和５年４月20日（木）午後４時から本会４階会議
室で第１回理事会が開催され、会長の挨拶に続き、
各部長、支部長会議議長、各種委員会などからの報
告・連絡事項があり、次の各事項が審議された。

審 議 事 項

①第１号議案　 会則の一部改正について
　［提案理由］　 調査士法人の登録事務の改善を目的

とした会則モデルの改正に準拠し、
本会会則を改正することについて令
和５年度の定時総会に上程すること
を提案する。

　　　［結果］　 全会一致で提案のとおり承認され
た。

②第２号議案　 令和４年度事業経過報告について
　　　［結果］　 全会一致で提案のとおり承認され

た。
③第３号議案　 令和４年度決算報告について
　　　［結果］　 全会一致で提案のとおり承認され

た。
④第４号議案　 令和５年度事業計画案について
　　　［結果］　 全会一致で提案のとおり承認され

た。
⑤第５号議案　令和５年度予算案について
　　　［結果］　 慶弔費の祝金の長寿祝金（古稀）の

対象者の人数を17名から16名に修
正し、祝金の予算額を42万円、慶
弔費合計を137万円にそれぞれ修
正、それに伴い正味財産期末残高と
総計も修正することを含めて、全会
一致で提案のとおり承認された。

⑥第６号議案　 会長表彰被表彰候補者について
　［提案理由］　 大阪土地家屋調査士会表彰規程第２

条（選考委員会）に基づき設置され
た選考委員会（４月４日開催）で審
議の結果、別添の会員を本年度の大
阪土地家屋調査士会会長表彰の被表
彰候補者としたので、同規則第３条

（選考方法）に基づき提案する。
　　　［結果］　 提案のとおり９名の会員を表彰する

ことが全会一致で承認された。
⑦第７号議案　 専務理事の選任について

　［提案理由］　 現専務理事の退職に伴う後任専務
理事の選考面接を４月14日に行い、
専務理事の後任候補者を決定した。
ついては、同候補者を会則第36条
第１項第９号に基づき令和５年６月
１日から専務理事に選任することお
よび引継ぎのため令和５年５月８日
からの勤務とすることを提案する。

　　　［結果］　 総務部から提案があった「専務理事
の選任について」を第７号議案とし
て審議事項とすることが全会一致で
承認された後、同提案について全会
一致で提案のとおり承認された。

　この後、監事からの意見等があり、閉会した。

第２回理事会

　令和５年５月27日（土）午後６時からホテル日航大
阪で第２回理事会が開催され、会長の挨拶に続き、
次の事項が審議された。

審 議 事 項

①第１号議案　 日調連総会の代議員等の選出につい
て

　［提案理由］　 日調連第80回定時総会（令和５年６
月20日、21日）の代議員および傍聴
者の選出を正副会長に一任すること
を提案する。

　　　［結果］　 全会一致で承認された。

　この後、監事からの意見等があり、閉会した。

第３回理事会

　令和５年６月９日（金）午後４時から本会４階会議
室で第３回理事会が開催され、会長の挨拶に続き、
報告事項があり、次の各事項が審議された。

審 議 事 項

①第１号議案　常任理事の選任について
　　　［結果］　 全会一致で承認された。
②第２号議案　 部長、副部長、部員の人事（理事が

所属する業務部の指定）について
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　　　［結果］　 全会一致で承認された。
③第３号議案　 名誉役員（顧問、相談訳、参与）の委

嘱について
　　　［結果］　 全会一致で承認された。
④第４号議案　注意勧告理事会理事の選任について
　　　［結果］　 全会一致で承認された。
⑤第５号議案　火曜会構成員の指定について
　　　［結果］　 全会一致で承認された。
⑥第６号議案　各種委員会の設置について
　　　［結果］　 全会一致で承認された。
⑦第７号議案　各種委員会の委員の選任について
　　　［結果］　 苦情処理委員会、非調査士活動排除

委員会、紛議調停委員会、会員紹介
センター運営委員会、民間総合調停
センター支援連絡委員会の委員の
選任および共済事業審査委員会以
下10の委員会（「境界問題相談セン
ターおおさか」推進委員会を除く）
委員の選任、委嘱を常任理事会に付
託することについて全会一致で承認
された。

⑧第８号議案　近ブロ定例協議会（総会）について
　　　［結果］　 全会一致で承認された。
⑨第９号議案　役員報酬について
　　　［結果］　 全会一致で承認された。
⑩第10号議案　感謝状贈呈について
　　　［結果］　 全会一致で承認された。

　この後、監事からの意見等があり、閉会した。

第４回理事会

　令和５年７月６日（木）午後４時から本会４階会議
室で第４回理事会が開催され、会長の挨拶に続き、
各部長、支部長会議議長、各種委員会などからの報
告・連絡事項があり、次の各事項が審議・協議された。

審 議 事 項

①第１号議案　 令和５年度事業計画実施細目につい
て

　［提案理由］　 本年度の事業計画に基づく事業計画
実施細目について、別添のとおり提
案する。

　　　［結果］　 全会一致で提案のとおり承認され
た。

②第２号議案　 ２Fエアコン室外機部品交換につい
て

　［提案理由］　 数年前よりエアコン保守メンテナン
ス業者から、わずかな冷媒ガス漏れ
の可能性の指摘を受け、その時点に
おいては、冷媒ガスの補充にて対応
し経過観察をしていたが、今年のメ
ンテナンスで冷媒ガス漏れが確実と
認められるため、室外機内の熱交換
器交換を提案する。なお、本部品の
交換は、漏洩箇所を特定したもので
はないものの、漏洩可能性が極めて
高い部品の交換であるため、交換作
業後も二次的に費用を要する可能性
があることを申し添えます。

　　　［結果］　 全会一致で提案のとおり承認され
た。

③第３号議案　 イントラネット検討委員会規則変更
および委員候補者について

　［提案理由］　 イントラネット検討委員会構成委員
定数について、より幅広い知見を求
めるため、第５条の委員の定数を変
更することおよび定数変更後の委員
候補者を含めた委員候補について提
案する。

　　　［結果］　 全会一致で提案のとおり承認され
た。

協 議 事 項

①第１号議案　 会員研修実施要領一部改正について
　［提案理由］　 年次制研修が令和３年度より連合会

で義務研修に指定され本研修を受講
しなかった場合、職務上請求書が購
入できなくなることから、受講の方
法を増やし機会を等しく与えるた
め、会員研修実施要領を一部改正す
ることについて協議を提案する。

　　　［結果］　 本議案を審議事項とすることが全会
一致で承認された後、同提案につい
て全会一致で提案のとおり承認され
た。

　この後、監事からの意見等があり、閉会した。
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第５回理事会

　令和５年９月12日（火）午後４時から本会４階会議
室で第５回理事会が開催され、会長の挨拶に続き、
各部長、支部長会議議長、各種委員会などからの報
告・連絡事項があり、次の各事項が審議・協議された。

審 議 事 項

①第１号議案　 「境界問題相談センターおおさか」運
営委員会委員について

　［提案理由］　 境界問題相談センター規則第５条第
４項第１号に基づき、同センター運
営委員会委員について、候補者名簿
のとおり提案する。

　　　［結果］　 全会一致で提案のとおり承認され
た。

②第２号議案　 民事調停委員候補者の推薦について
　［提案理由］　 大阪地方裁判所長から令和６年３月

31日で任期が終了する大阪簡易裁
判所所属（１名）の民事調停委員の
次期候補者の推薦依頼があった。現
民事調停委員の泉州支部久保加奈子
会員については任期満了で３期とな
り、民事調停委員候補者推薦規程第
６条（以下「推薦規程」とする。）
の定めにより再任候補者として本会
からは推薦することができないた
め、新任候補者として堺支部の京谷
智弘会員を推薦規程第４条の定めに
基づき推薦することを提案する。

　　　［結果］　 全会一致で提案のとおり承認され
た。

③第３号議案　 資料センター室（１台）および事務
局（３台）のノートパソコン購入に
ついて

　［提案理由］　 昨年の予算の関係上、購入すること
ができなかった資料センター室不足
分ノートパソコン（１台）と業務研
修部を除く、各部事務局職員用ノー
トパソコン（３台）を購入するにあ
たり、同一機種での相見積もりを取
得し検討した結果、一般会計－会
館維持費－PC・ソフト購入費から
￥748,000（税込）を支出し、ラデ

イックス社から購入することを提案
する。また、導入にあたって、他
事務局PCと同様にセキュリティ－
対策ソフトを導入することも提案す
る。

　　　［結果］　 全会一致で提案のとおり承認され
た。

④第４号議案　 Zoomウェビナーの契約更新につい
て

　［提案理由］　 Zoomウェビナーの契約更新期限が
本年10月となっており、添付資料
のとおり今年度契約更新の見積書を
業者（V-CUBE）から取得した。つ
いては、今年度も研修会等で引き続
きZoomウェビナーが必要である
ため、同時参加者500名で１年契約
税込み\254,364円で契約更新する
ことを提案する。

　　　［結果］　 全会一致で提案のとおり承認され
た。

⑤第５号議案　  大阪法務局岸和田支局保管資料地図
データ化事業について

　［提案理由］　 大阪法務局岸和田支局保管の資料地
図データ化については、資料地図の
損耗防止や筆界確認資料として非常
に有用であり、この事業の遂行を
もって、同支局の登記行政および大
阪土地家屋調査士会会員の筆界確認
業務に大きく寄与すると考えられる
ことから、これを事業執行するため
の協議を提案する。

　　　［結果］　 全会一致で提案のとおり承認され
た。

協 議 事 項

①第１号議案　  地下鉄谷町四丁目駅看板広告の掲出
見直しについて 

　［提案理由］　 地下鉄谷町四丁目駅ホームに掲出し
ている当会の看板広告を以下の理由
により、掲出停止を検討しているた
め、掲出停止の可否についての協議
を提案する。

　　　［結果］　 各理事からの意見を踏まえて次回理
事会に社会事業部から今後について
提案する。

②第２号議案　  会館のビジネスフォンの入替えにつ



30 第353号令和６年４月

いて
　［提案理由］　 会館のビジネスフォンが令和６年４

月にリースアップを迎え、保守契約
が令和６年12月で打ち止めになる
とのことである。再リースをするに
当たり契約時期により金額が大きく
相違するため、どのタイミングで契
約をするのかなどにつき協議を提案
する。

　　　［結果］　 所管部を常任理事会で検討し、継続
協議とする。

　この後、監事からの意見等があり、閉会した。

◇　　　12　　　月　　　◇

１日 ・ 全国統一情報共有・会員管理システムにつ
いての説明（山口会）中林会長、井上総務
部長

　　 ・ ADRの日オンラインフォーラム（Web）京谷
境界問題相談センターおおさか推進委員長

２日 ・ 新会員研修会（３日も）（会館）
４日 ・ 全国統一情報共有・会員管理システム打ち

合わせ（会館）井上部長
　　 ・近畿大学寄附講座講師会議（会館）
　　 ・ 労働組合団体交渉（会館）加藤（充）副会長、

井上部長、森脇財務部長
　　 ・ カレンダー持参（法務局岸和田支局）酒井

社会事業部理事
　　 ・ カレンダー持参（法務局東大阪支局）古屋

社会事業部理事
　　 ・ 境界問題相談センターおおさか事前無料相

談（会館）浅井境界問題相談センター推進
委員、雨宮同委員

５日 ・ 全国統一情報共有・会員管理システムにつ
いての説明（山梨会）井上部長

　　 ・ 会館検討委員会（会館）加藤（眞）総務部・
吉田財務部各副部長、美馬総務部理事

　　 ・ 境界問題相談センターおおさか事前無料相
談（会館）辻田境界問題相談センターおお
さか推進副委員長・河﨑同委員

６日 ・ 資料センター運営委員会（会館）
　　 ・ 大阪法務局無料登記相談（法務局本局）塚

田相談員
　　 ・ 境界問題相談センターおおさか事前無料相

談（会館）西田境界問題相談センター推進
委員、谷内田同委員

　　 ・ カレンダー持参（法務局天王寺出張所）玉
置社会事業部副部長

７日 ・ 社会事業部会（会館）
　　 ・ 近ブロ立命館大学寄附講座講師会議（Web・

茨木キャンパス）田中（秀）社会事業部長、
正井・上坊各講師

　　 ・ 全国統一情報共有・会員管理システムにつ
いての説明（福岡会）井上部長 

　　 ・ カレンダー持参（法務局本局）田中（秀）
部長

　　 ・ 大阪大学寄附講座藤本教授との打ち合わせ
（Web）正井産学交流学術研究委員長、京谷
同副委員長

　　 ・ 筆界特定室振分相談出向（法務局本局）山
田相談員

８日 ・ 大阪土地家屋調査士協同組合部長会（会館）
吉田副部長

　　 ・ カレンダー持参（法務局北出張所）奥田社
会事業部副部長

　　 ・ 近畿地区土地政策推進連携協議会講演会（大
手前合同庁舎）田中（秀）部長

　　 ・ 堺支部登記事務等連絡会（堺合同庁舎）松
島副会長

11日 ・大阪大学寄附講座講師会議（会館・Web）
12日 ・ 筆界特定室振分相談出向（法務局本局）竹

本相談員
13日 ・ 大阪法務局無料登記相談（法務局本局）岡

本相談員
　　 ・ 境界問題相談センターおおさか事前無料相

談（会館）京谷委員長、森次会員
14日 ・ 正副会長会議（会館）
　　 ・常任理事会（会館）
15日 ・ 境界問題相談センターおおさか運営委員会

（会館）
　　 ・支部長会議（会館）
　　 ・ 三会会長懇談会（東京会）中林会長、山脇

副会長
　　 ・ 大阪市マンション管理支援機構常任委員会

（大阪市立住まい情報センター）中山業務研
修部理事

　　 ・ カレンダー持参（法務局堺・富田林支局）
田中（秀）部長
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18日 ・ 大阪土地家屋調査士会・（公社）大阪公共嘱
託登記土地家屋調査士協会・大阪土地家屋
家屋調査士政治連盟との意見交換会（会館）
中林会長、松島・加藤（充）各副会長

　　 ・ カレンダー持参（法務局北大阪支局・池田
出張所）中谷社会事業部理事

　　 ・ カレンダー持参（法務局枚方出張所）長田
社会事業部理事

19日 ・ 地籍整備促進委員会（会館）
　　 ・各種講座（会館）
　　 ・ 民間総合調停センター広報・研修合同部会

（Web）
　　 ・ 筆界特定室振分相談出向（法務局本局）瀧

本相談員
20日 ・ 業務研修部会（会館）
　　 ・表示登記実務研究会（会館）
　　 ・ 大阪法務局無料登記相談（法務局本局）酒

井相談員
21日 ・ 近ブロ正副会長会議（会館）中林会長
　　 ・ ADR法改正に関するオンライン説明会

（Web）京谷委員長、西田・山脇同委員
　　 ・ 会員研修会講師との打ち合わせ（会館）河

﨑部長、正井災害・空家等対策委員長
　　 ・ 大阪土地家屋調査士政治連盟常任幹部会（会

館）松島副会長
25日 ・ 全国統一情報共有・会員管理システム打ち

合わせ（会館）中林会長、井上部長
　　 ・ カレンダー持参（法務局守口出張所）長田

理事
26日 ・ 財務部会（会館）
　　 ・ 筆界特定室振分相談出向（法務局本局）田

中（久）相談員
27日 ・ 大阪法務局無料登記相談（法務局本局）柳

澤相談員
　　 ・ 五者連絡協議会事前打ち合わせ（法務局本局）

松島副会長、河﨑部長

◇　　　１　　　月　　　◇

５日 ・ 新年挨拶まわり（法務局本局他）中林会長、
松島・山脇・加藤（充）各副会長、井上・
田中（秀）各部長

　　 ・常任理事会（会館）
９日 ・ 筆界特定室振分相談出向（法務局本局）藤

田相談員
　　 ・ 法務局研修会打ち合わせ（法務局本局）河﨑・

田中（秀）各部長

10日 ・ 大阪法務局無料登記相談（法務局本局）加
藤（眞）相談員

　　 ・ 大阪府社会保険労務士会新年賀詞交歓会
（シェラトン都ホテル大阪）山脇副会長

　　 ・ 近畿税理士会新年賀詞交歓会（帝国ホテル
大阪）中林会長

　　 ・ 境界問題相談センターおおさか事前無料相
談（会館）辻田副委員長・河﨑委員

11日 ・ 大阪市マンション管理支援機構常任委員会
（大阪市立住まい情報センター）奥田副部長、
正井会員

12日 ・ 日本弁理士会関西会新年賀詞交歓会（イン
ターコンチネンタルホテル大阪）加藤（充）
副会長

　　 ・ （公社）全日本不動産協会大阪府本部新年賀
詞交歓会（ホテルニューオータニ大阪）松
島副会長

　　 ・ （公社）大阪公共嘱託登記土地家屋調査士協
会（錦城閣）中林会長

　　 ・ 大阪土地家屋調査士協同組合部長会（会館）
利川財務部理事

　　 ・ 近畿財務局との意見交換会事前打ち合わせ
（会館）田中（秀）部長、奥田副部長、古屋
理事

　　 ・ 民間総合調停センター研修会打ち合わせ
（Web）山脇・谷川各民間総合調停センター
運営委員

13日 ・ 大阪府行政書士会新年賀詞交歓会（ホテル
阪急インターナショナル）中林会長

15日 ・ 大阪司法書士会新年賀詞交歓会（リーガロ
イヤルホテル大阪）中林会長

　　 ・ 境界問題相談センターおおさか推進委員会
（会館）

16日 ・ 社会事業部会（会館）
　　 ・ 筆界特定室振分相談出向（法務局本局）山

口相談員
17日 ・ 大阪法務局無料登記相談（法務局本局）中

川相談員
　　 ・ 全国会長会議（18日も）（東京ドームホテル）

中林会長
　　 ・オンライン申請研修会打ち合わせ（Web）
18日 ・ 大阪工業大学寄附講座（大阪工業大学）仲

田講師、正井委員長、羽倉産学交流学術研
究委員

　　 ・ 全国統一情報共有・会員管理システム協議
会第１回全体会議（東京会）中林会長、加
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藤（充）副会長、井上部長
19日 ・ 総務部会（会館）
　　 ・ （社）大阪府宅地建物取引業協会新年賀詞交

歓会（ヒルトン大阪）中林会長
　　 ・ 民間総合調停センター研修会（大阪弁護士

会館）山脇・谷川各委員
23日 ・ 常任理事会（会館）
　　 ・理事会（会館）
　　 ・支部長会（会館）　　　
　　 ・新年互礼会（錦城閣）
　　 ・ 筆界特定室振分相談出向（法務局本局）阪

口相談員
　　 ・ 大阪土地家屋調査士政治連盟常任幹部会（会

館）松島副会長
24日 ・ 資料センター運営委員会（会館）
　　 ・ 大阪法務局無料登記相談（法務局本局）田

中（秀）相談員
　　 ・業務研修部会（会館）
　　 ・ 大阪法務局TS研修（法務局本局）河﨑・田

中各部長、藤野業務研修部副部長、中山同理
事

25日 ・ 筆界特定室振分相談出向（法務局本局）西
田相談員

　　 ・ 大阪法務局TS研修（法務局本局）河崎・田
中各部長、玉置副部長、中山・古屋・酒井
各理事

　　 ・ 民間総合調停センター広報・研修合同部会（大
阪弁護士会館）

　　 ・ 民間総合調停センター運営・財務委員会（大
阪弁護士会館）

　　 ・ 民間総合調停センター理事会（大阪弁護士
会館）

　　 ・ 境界問題相談センターおおさか研修会打ち
合わせ（大阪弁護士会館）

　　 ・ 近畿地方整備局へのご挨拶（会館）中林会
長

26日 ・ 境界問題相談センターおおさか運営委員会
（会館）

　　 ・筆界特定制度推進委員会（会館）
　　 ・ 全国統一情報共有・会員管理システムにつ

いての説明（福島会）中林会長、井上部長
　　 ・ （公社）日本測量協会関西支部新年賀詞交歓

会（大阪キャッスルホテル）加藤（充）副
会長

　　 ・ 大阪法務局TS研修（法務局本局）河崎・田
中各部長、藤野・奥田・玉置各副部長、中山・

長田各理事
　　 ・ 和歌山県土地家屋調査士会研修会（和歌山

県JAビル）和田業務研修部副部長
27日 ・ 全国統一情報共有・会員管理システムにつ

いての説明（福島会）中林会長、井上部長
29日 ・ 外部講師養成講座（会館）
30日 ・ オンライン申請研修会（Web）
　　 ・財務部会（会館）
　　 ・財務部業務連絡会（会館）
　　 ・ 筆界特定室振分相談出向（法務局本局）池

原相談員
31日 ・ イントラネット検討委員会（会館）
　　 ・ 境界問題相談センターおおさか研修会（エル・

おおさか）
　　 ・ 大阪法務局無料登記相談（法務局本局）田

中（久）相談員

◇　　　２　　　月　　　◇

１日 ・ 全国広報担当者向けセミナー（Web）田中
（秀）部長

　　 ・ 筆界特定室振分相談出向（法務局本局）安
岐相談員

２日 ・ 近ブロ各会・正副会長会議（オリエンタル
ホテル神戸）

　　 ・ 日本土地家屋調査士会連合会近畿ブロック
協議会、近畿ブロック公共嘱託登記土地家
屋調査士協会、近畿ブロック土地家屋調査
士政治連盟との意見交換会（オリエンタル
ホテル神戸）

　　 ・ 基準点管理システム復旧作業（オージス総
研データセンター）瀧本資料センター運営
委員長・中居同副委員長

６日 ・ 筆界特定室振分相談出向（法務局本局）⻆
相談員

　　 ・ 北河内支部三者協議会（総合文化芸術セン
ター）奥田副部長

７日 ・ 大阪法務局無料登記相談（法務局本局）笠
原相談員

　　 ・ 全国統一情報共有・会員管理システムにつ
いての説明（岡山会）中林会長、井上部長

８日 ・ 大阪市マンション管理支援機構常任委員会
（大阪市立住まい情報センター）奥田副部長、
中山理事、正井会員

　　 ・ 大阪土地家屋調査士政治連盟常任幹部会（会
館）松島副会長

９日 ・ 近ブロ広報部会（京都会）田中（秀）部長
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　　 ・ 大阪土地家屋調査士協同組合部長会（会館）
森脇部長

13日 ・ 筆界特定室振分相談出向（法務局本局）佐
古相談員

　　 ・社会事業部会（会館）
　　 ・ 全国統一情報共有・会員管理システム選考

委員会参考デモ（連合会）中林会長、加藤（充）
副会長、井上部長、和田・正井・松本イン
トラネット検討各委員

14日 ・ 大阪法務局無料登記相談（法務局本局）美
馬相談員

　　 ・ 予算会議（会館）井上・森脇・河﨑・田中（秀）
各部長

　　 ・ 境界問題相談センターおおさか事前無料相
談（会館）田中・杉田各委員

15日 ・ 全国広報担当者向けセミナー（Web）田中
（秀）部長

　　 ・総務部会（会館）
　　 ・ 入会面談（会館）笠原総務部理事、美馬同

理事
　　 ・筆界特定制度五者連絡協議会（会館）
　　 ・ 筆界特定室振分相談出向（法務局本局）山

田（文）相談員
16日 ・ 近ブロ総務部会（会館）中林会長、加藤（充）

副会長、井上部長
　　 ・ 近ブロ支部長会議長等交流会（会館）川口

支部長会議議長
　　 ・近ブロ業務部会（奈良会）河﨑部長
　　 ・近ブロ財務部会（滋賀会）森脇部長
　　 ・ 松原市と空家プラットホーム制度について

打ち合わせ（松原市役所）田中（秀）部長
18日 ・ 令和５年度土地家屋調査士新人研修（ホテ

ルフクラシア大阪ベイ）（19日も）
20日 ・ 正副会長会議（会館）
　　 ・常任理事会（会館）
　　 ・ 筆界特定室振分相談出向（法務局本局）竹

本相談員
21日 ・ 大阪法務局無料登記相談（法務局本局）奥

田相談員
　　 ・資料センター運営委員会（会館）
　　 ・表示登記実務研究会（会館）
　　 ・ 全国統一情報共有・会員管理システムにつ

いての説明（大分会・Web）加藤（充）副
会長、井上部長・正井委員

22日 ・ 筆界特定室振分相談出向（法務局本局）森
山相談員

　　 ・ 境界紛争解決センター設立20周年記念シン
ポジウム（出版クラブホール）京谷委員長、
山脇委員

26日 ・ 境界問題相談センターおおさか運営委員会
（会館）

　　 ・会員研修会（エル・おおさか）
　　 ・ 大阪府用地室との打ち合わせ（会館）田中（秀）

部長、奥田副部長
　　 ・地籍整備促進委員会（会館）

◇　　　12　　　月　　　◇

２日 ・ 大阪土地家屋調査士会新会員研修会懇親会
（ホテルプリムローズ大阪）山田業務部長

３日 ・ 大阪土地家屋調査士会新会員研修会（大阪
土地家屋調査士会館）講師：安倍総務部長

５日 ・ 第６回常任理事会（協会）
　　 ・第１回2024講演会実行委員会（協会）
14日 ・ 第６回理事会（エル・おおさか）
　　 ・第１回区域長会議（エル・おおさか）
18日 ・ 調査士会・公嘱協会・政治連盟意見交換会（大

阪土地家屋調査士会館）舩原理事長、流王・
西谷各副理事長

19日 ・ 入会希望者面接（協会）安倍総務部長、三
好事務局長

◇　　　１　　　月　　　◇

９日 ・ 谷口日奈子職員に人事異動通知書交付（協会）
舩原理事長

27日 ・ 近ブロADRセンター長会議（和歌山会）京
谷委員長

　　 ・ 筆界特定室振分相談出向（法務局本局）瀧
本相談員

　　 ・ 支部長会議と常任理事会との意見交換会（会
館）

　　 ・支部長会議（会館）
　　 ・聴聞（会館）
　　 ・ 耐震診断打ち合わせ（会館）加藤（眞）副

部長
28日 ・ 大阪法務局無料登記相談（法務局本局）吉

田相談員
　　 ・ 登記基準点測量に関する研修会（Web・兵

庫会）河㟢・田中（秀）各部長
29日 ・ 常任理事会（会館）
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12日 ・ 常任理事打ち合わせ（エル・おおさか）
　　 ・第７回理事会（エル・おおさか）
　　 ・新年互礼会（錦城閣）
15日 ・ 大阪司法書士会新年賀詞交歓会（リーガロ

イヤルホテル大阪）舩原理事長
23日 ・ 大阪土地家屋調査士会新年役員互礼会（錦

城閣）舩原理事長

◇　　　２　　　月　　　◇

２日 ・ 第5回近公連理事長会議（兵庫協会）舩原理
事長

　　 ・ 外部監査（協会）勝山公認会計士、西谷副
理事長、太田経理部長、朝日経理部次長、
三好事務局長、山内職員

　　 ・ 近ブロ３団体意見交換会（オリエンタルホ
テル神戸）舩原理事長

６日 ・ 入会希望者面接（協会）安倍総務部長、山
内職員

　　 ・第７回常任理事会（協会）
13日 ・ 全国理事長会議（14日も）（ホテルメトロポ

リタンエドモンド）舩原理事長
15日 ・ 第１回業務部会（エル・おおさか）
　　 ・第２回総務部会（エル・おおさか）
16日 ・ 第１回近公連事務局長会議（奈良協会）三

好事務局長
22日 ・ 監査会（協会）

◇　　　４　　　月　　　◇

４日（木）会長表彰選考委員会
　　　　常任理事会
10日（水） 近畿大学寄附講座打ち合わせ
11日（木） 期末監査会

◆ 能登半島地震に航空機衝突事故、衝撃の年明けと
なった令和６年。浮かれた正月気分は落ち込み、
テレビやネットなどの情報にあ然とするだけでし
たが、もちろん他人事などではありません。事が
起こった後の対応や再生、さまざまなことを想定
した対策や備えなど、個人的にはもちろん、資格
者専門家としてもいろいろと考えさせられまし
た。平穏が一番ではありますが、いま一度気持ち
を引き締めて過ごしていきたいと思います。

（奥田）
◆ この記事を投稿しているのは２月の初旬で、バリ

バリ寒いです、この時期といえば、チョコレート
もらえるか少し気になるこの頃です（笑）どうせ
もらえませんが（汗）。

　 　話変わりますが、社会事業部に配属されて９カ
月が過ぎます。社会事業部として土地家屋調査士
の知名度を上げたいと思うこの頃です。先日ライ
ンで、「うジャー」のスタンプを購入し愛用して
いるこの頃です。ただ、一般の方に送っても今の
ところ、なんの反応もありませんが（泣）

（古屋）
◆ 今期、本会理事となって、先輩理事の方に教えて

いただきながら、本会業務の多さに驚いてばかり
の毎日です。仕事と会務の両立ができるように、
これからも励んでまいりたいと思います。

（酒井）

18日（木）常任理事会
　　　　理事会

◇　　　５　　　月　　　◇

24日（金） 第86回定時総会

◇　　　６　　　月　　　◇

12日（水）近畿大学寄附講座講師会議
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▽ 佐久間 照子さん（堺支部　佐久間 史康・母堂、
　令和５年12月15日没、92歳）
▽西川 鈴枝さん（中河内支部　西川 和宏・母堂、
　令和５年12月16日没、82歳）
▽金田 三郎 氏（堺支部　金田 真一・尊父、
　令和６年１月２日没、85歳）
▽上坂 吉徳 氏（堺支部　上坂 直之・尊父、
　令和６年１月22日没、72歳）

　①　電話で職員の在館を確認した上で、従来通
　　り会館にＦＡＸで連絡する。
　②　これを受けた職員は、所定の範囲の役員等
　　にＦＡＸで連絡する。

訃報の対応について
　事務局職員が在館する場合

　■ 発行所　大阪土地家屋調査士会
　■ 〒 540-0023　大阪市中央区北新町３番５号
　■ 電　話　06(6942)3330（代）
　■ ＦＡＸ　06(6941)8070
　■  E －mail：otkc-3330@chosashi-osaka.jp
　■ ホームページ：https://www.chosashi-osaka.jp

支　部　別　会　員　数（R６・３・１現在）
○内数字は法人会員数

支　部 会員数 増減 支　部 会員数 増減
北 144⑱ -6 北河内 71③ 0
中央 119⑥ -5 北　摂 139⑧ -1
大阪城 130⑱ -1 堺 145③ -3
中河内 100② 0 泉　州 75⓪ 0

合　計 923◦ -16

法人会員数　58法人（+1）
※増減は前回R５年12月１日比

58

　本会社会事業部員　

　田　中　秀　典　　　　　 奥　田　祐　次
　玉　置　直　矢　　　　　 古　屋　禎　孝
　長　田　育　紀　　　　　 中　谷　大　知
　酒　井　　　健
　（社会事業部担当副会長）　山　脇　優　子

　支部社会事業（広報）担当責任者　

　　北　　塚田　　徹　　中　央　岡本　吉雄
　大阪城　柳澤　尚史　　中河内　田邉　博和
　北河内　大津　拓馬　　北　摂　辻　　大介
　　堺　　杉田　育香　　泉　州　塩田　征司　
　　　　　（事務局）寺田　秀美

訃　　　報

 北支部
濵本　眞人会員
令和６年２月９日ご逝去

（享年62歳）

▽平成11年６月１日入会

＊謹んで故人のご冥福をお祈り申し上げます







〒171̶8516  東京都豊島区南長崎３丁目16番６号
営業部 TEL（03）3953̶5642  FAX（03）3953̶2061

www.kajo.co.jp
Ｘ（旧Twitter）：@nihonkajo

フリガナ

■ご注文日　　　　年　　　　月　　　　日
T EL

FAX

通信欄ご住所 〒

お名前

※ご記入いただいた個人情報は、商品の発送、お支払いの確認などの連絡および弊社からの各種ご案内（刊行物のDM、アンケート調査など）以外の目的には利用いたしません。

太枠内を記入し、
弊社に送信ください。 商品に同封の振込用紙をご利用ください（振込手数料は弊社負担）。

確認後、4～5営業日で、郵送または宅配にて出荷します（国内限り）。
※在庫が無い場合は、少々お時間を頂きます。

FAX.03-3953-2061ご注文

お届け

お支払

特別価格・送料無料 書籍注文書 ご注文締切 2024年４月26日（金）必着

右記コードまたはURLからでも
特別価格・送料無料にてご注文いただけます！
https://forms.gle/iu5RGpPvX59DRZQM6

販促コード：205063

書　　名 特価（税込） 部数

部
40901
地目 6,830円Q&A 地目、土地の規制・権利等に関する法律と実務

【好評書籍のご案内】

Q&A
地目、土地の規制・権利等
に関する法律と実務
宅地・農地・山林・道路等、登記、土地基本法、
区域地域

地目変更、地目に関する登記等の手続・土地の規制・権利の制限等に
ついて様々な事案を想定した430問で実務の要点を網羅！

司法書士・土地家屋調査士 末光祐一 著
2023年11月刊 A5判 620頁 定価7,590円（本体6,900円）➡特価6,830円（税込）

日本土地家屋調査士会連合会会長推薦
日本司法書士会連合会会長推薦

様々な地目に関連する法律に精通している著者が、法令、通達、文献等を根拠に解説。

Ｑ：建物の敷地から公道に至るまでの私的な通路部分の地
目は、どのように定めるべきか。

Ｑ：農地（田、畑）は、どのような状態になったときに、
宅地に変更されたと判断されるか。

Ｑ：墓地の所有者の死亡による所有権移転の登記は、どの
ような登記原因となるのか。

Ｑ：農地（田又は畑）を農地以外の地目に変更する登記申
請は、農地転用許可書などの農地法所定の要件の具備
を明らかにする書面の提供がなければ、却下されるか。

Ｑ：農地を全面コンクリートで覆った土地は、農作物の栽
培のためであっても、もはや、農地ではないのか。

Ｑ：農地を時効取得したとき、農地法３条１項の許可を受
けなければ、その所有権は移転しないのか。

第１編　地目と登記
　第１章　地　目
　第２章　地目に関する登記等の手続

第２編　土地と法令上の規制等
　第１章　土地に関する基本的な法令
　第２章　土地の規制に関する諸法令

第３編　土地と権利の制限等
　第１章　土地と権利
　第２章　地目と課税

【収録内容】
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